
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】放熱能力を増大することができ、ヒートシンク

に設置した電子機器を均一に冷却することができるヒー

トシンクを得る。

【解決手段】ベース板３と、ベース板３に垂直に設置さ

れた対向する１対の側板４と、１対の側板４の間に側板

４と平行にベース板３に設置された複数の板状のフィン

５と、側板４にベース板３と対向して設置された上板６

と、両端に設置されたフィン５間の距離よりも小さい直

径を有し、ベース板３と上板６との間に上板６に接して

設置された軸流ファン７と、軸流ファン７の下部を通り

、一方の側板４から他方の側板４までを結ぶ通風路とを

備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ベ ー ス 板 と 、
前 記 ベ ー ス 板 に 垂 直 に 設 置 さ れ た 対 向 す る １ 対 の 側 板 と 、
前 記 １ 対 の 側 板 の 間 に 前 記 側 板 と 平 行 に 前 記 ベ ー ス 板 に 設 置 さ れ た 複 数 の 板 状 の フ ィ ン と
、
前 記 側 板 に 前 記 ベ ー ス 板 と 対 向 し て 設 置 さ れ た 上 板 と 、
両 端 に 設 置 さ れ た フ ィ ン 間 の 距 離 よ り も 小 さ い 直 径 を 有 し 、 前 記 ベ ー ス 板 と 前 記 上 板 と の
間 に 前 記 上 板 に 接 し て 設 置 さ れ た 軸 流 フ ァ ン と 、
前 記 軸 流 フ ァ ン の 下 部 を 通 り 、 一 方 の 側 板 か ら 他 方 の 側 板 ま で を 結 ぶ 通 風 路 と を 備 え た こ
と を 特 徴 と す る ヒ ー ト シ ン ク 。
【 請 求 項 ２ 】
側 板 と 平 行 な 通 風 断 面 に お け る 通 風 路 の 底 部 か ら 上 板 ま で の 高 さ は 、 軸 流 フ ァ ン の 回 転 軸
を 含 み か つ 側 板 と 垂 直 な 面 と 交 わ る 部 分 が 最 も 高 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ヒ ー
ト シ ン ク 。
【 請 求 項 ３ 】
側 板 と 平 行 な 通 風 断 面 に お け る 通 風 路 の 底 部 か ら 上 板 ま で の 高 さ は 、 側 板 と 平 行 な 方 向 に
変 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ヒ ー ト シ ン ク 。
【 請 求 項 ４ 】
個 々 の フ ィ ン の 高 さ は 、 軸 流 フ ァ ン の 回 転 軸 を 含 み 側 板 に 対 し て 垂 直 な 面 と 交 わ る 部 分 が
最 も 低 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ヒ ー ト シ ン ク 。
【 請 求 項 ５ 】
個 々 の フ ィ ン の 高 さ は 、 前 記 フ ィ ン の 端 部 に 近 づ く に 従 っ て 高 く な る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ま た は 請 求 項 ４ 記 載 の ヒ ー ト シ ン ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 パ ワ ー モ ジ ュ ー ル な ど の 電 子 機 器 を 冷 却 す る た め の ヒ ー ト シ ン ク に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ヒ ー ト シ ン ク で は 、 ヒ ー ト シ ン ク の 小 型 化 を 図 る た め に フ ァ ン を ヒ ー ト シ ン ク 本
体 の 内 部 に 配 備 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ０ ３ ３ ４ ８ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ １ １ 、 図 ２ ） 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ヒ ー ト シ ン ク の 単 位 容 積 あ た り の 放 熱 能 力 を 大 き く す る た め に は 、 ヒ ー ト シ ン ク 全 体 に
お け る フ ァ ン の 容 積 を 小 さ く し 、 放 熱 部 で あ る フ ィ ン の 容 積 を 大 き く す る 必 要 が あ る 。 し
か し な が ら 、 フ ァ ン を 内 部 に 設 置 し た ヒ ー ト シ ン ク の 場 合 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 フ ァ ン
の 直 径 ｄ よ り も 両 端 に 設 置 し た フ ィ ン 間 の 距 離 Ｇ ｆ を 長 く す る と 、 フ ィ ン の 列 方 向 に お い
て フ ァ ン よ り 外 側 の 領 域 に は 、 空 気 が 流 れ ず 、 ヒ ー ト シ ン ク の 放 熱 能 力 を 増 大 す る こ と が
で き な い と い う 問 題 が 生 じ て い た 。 ま た 、 軸 流 フ ァ ン を 用 い た 場 合 に は 、 軸 流 フ ァ ン の 中
心 直 下 は 、 空 気 が 流 れ に く く 放 熱 量 が 小 さ い の で 、 ヒ ー ト シ ン ク に 設 置 し た 電 子 機 器 を 均
一 に 冷 却 す る こ と が で き な い と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で あ り 、 放 熱 能 力 を 増 大 す る こ
と が で き 、 ヒ ー ト シ ン ク に 設 置 し た 電 子 機 器 を 均 一 に 冷 却 す る こ と が で き る ヒ ー ト シ ン ク
を 得 る も の で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に 係 る ヒ ー ト シ ン ク は 、 ベ ー ス 板 と 、 ベ ー ス 板 に 垂 直 に 設 置 さ れ た 対 向 す る １
対 の 側 板 と 、 １ 対 の 側 板 の 間 に 側 板 と 平 行 に ベ ー ス 板 に 設 置 さ れ た 複 数 の 板 状 の フ ィ ン と
、 側 板 に ベ ー ス 板 と 対 向 し て 設 置 さ れ た 上 板 と 、 両 端 に 設 置 さ れ た フ ィ ン 間 の 距 離 よ り も
小 さ い 直 径 を 有 し 、 ベ ー ス 板 と 上 板 と の 間 に 上 板 に 接 し て 設 置 さ れ た 軸 流 フ ァ ン と 、
軸 流 フ ァ ン の 下 部 を 通 り 、 一 方 の 側 板 か ら 他 方 の 側 板 ま で を 結 ぶ 通 風 路 と を 備 え た も の で
あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 放 熱 能 力 を 増 大 す る こ と が で き 、 ヒ ー ト シ ン ク に 設 置 し た 電 子 機 器
を 均 一 に 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ヒ ー ト シ ン ク と こ の ヒ ー ト シ ン ク に 設 置 し た
電 子 機 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ヒ ー ト シ ン ク １ に お い て 、 ベ ー ス 板 ３ の 両 端 に 、 ベ ー ス 板 ３ と 垂 直
に 、 対 向 す る 一 対 の 側 板 ４ が 設 置 さ れ て お り 、 こ の 一 対 の 側 板 ４ の 間 に 側 板 ４ と 平 行 に 、
複 数 の 板 状 の フ ィ ン ５ が ベ ー ス 板 ３ の 上 に 設 置 さ れ て い る 。 ま た 、 側 板 ４ に 、 ベ ー ス 板 ３
と 対 向 す る よ う に 上 板 ６ が 設 置 さ れ て い る 。 こ の 上 板 ６ と ベ ー ス 板 ３ と の 間 で あ っ て 、 上
板 ６ の 中 央 に 軸 流 フ ァ ン ７ が ハ ウ ジ ン グ １ １ を 介 し て 設 置 さ れ て お り 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 上
部 に 設 け ら れ た 入 口 ９ か ら 吸 い 込 ん だ 空 気 を フ ィ ン ５ 、 側 板 ４ お よ び ベ ー ス 板 ３ に 送 る 。
ベ ー ス 板 ３ 、 側 板 ４ 、 フ ィ ン ５ お よ び 上 板 ６ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 な ど の 熱 伝 導 率 が 高 い
金 属 で 構 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 発 熱 体 で あ る 電 子 機 器 ２ は 、 ベ ー ス 板 ３ の フ ィ ン ５ を
設 置 し た 面 と 反 対 側 の 面 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ヒ ー ト シ ン ク １ の 詳 細 な 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ （ ａ ） は ヒ ー ト シ ン ク の Ａ － Ａ 断
面 図 、 す な わ ち 、 側 板 と 平 行 な 方 向 の 断 面 図 で あ る 。 図 ２ （ ｂ ） は ヒ ー ト シ ン ク の Ｂ － Ｂ
断 面 図 、 す な わ ち 、 側 板 と 垂 直 な 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ヒ ー ト シ ン ク １ に お い て は 、 フ ィ ン ５ は 、 そ の 列 方 向 に お い て 軸 流
フ ァ ン ７ の 外 側 に も 設 置 さ れ て お り 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 直 径 ｄ は 、 両 端 に 設 置 さ れ た フ ィ ン
５ 間 の 距 離 Ｇ ｆ よ り も 小 さ く な っ て い る 。 ま た 、 通 風 路 ８ は 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 下 部 を 通 り
、 側 板 ４ と 垂 直 な 方 向 に 一 方 の 側 板 ４ か ら 他 方 の 側 板 ４ ま で を 結 び 、 フ ィ ン ５ の 列 方 向 に
お い て 軸 流 フ ァ ン ７ の 外 側 に 設 置 さ れ た フ ィ ン ５ に も 空 気 を 送 る よ う 配 置 さ れ て い る 。 フ
ィ ン ５ 、 側 板 ４ お よ び ベ ー ス 板 ３ に 送 ら れ た 空 気 は 、 フ ィ ン ５ の 両 端 に 設 け ら れ た 空 気 の
出 口 １ ０ か ら 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 個 々 の フ ィ ン ５ は 、 そ の 高 さ Ｈ ｆ に 関 し て 、 ２ つ の 領 域 に 分
け ら れ る 。 軸 流 フ ァ ン ７ の 回 転 軸 １ ２ を 含 み 側 板 ４ に 対 し て 垂 直 な 面 と 交 わ る 部 分 Ｃ （ Ｌ
＝ ０ ） か ら の 距 離 が 軸 流 フ ァ ン ７ の 幅 Ｌ ｆ の 半 分 以 下 の 領 域 （ － Ｌ ｆ ／ ２ ≦ Ｌ ≦ Ｌ ｆ ／ ２
） を 領 域 Ｄ と す る 。 ま た 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 回 転 軸 １ ２ を 含 み 側 板 ４ に 対 し て 垂 直 な 面 と 交
わ る 部 分 Ｃ か ら の 距 離 が 軸 流 フ ァ ン ７ の 幅 Ｌ ｆ の 半 分 よ り 離 れ た 領 域 （ Ｌ ＜ － Ｌ ｆ ／ ２ ，
Ｌ ｆ ／ ２ ＜ Ｌ ） を 領 域 Ｅ と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 幅 Ｌ ｆ と は 、 側 板 ４ と 平 行 な 方 向 の ハ ウ ジ ン グ １ １ の 幅 で あ る
。 な お 、 軸 流 フ ァ ン ７ は 、 必 ず し も ハ ウ ジ ン グ １ １ に 収 納 さ れ て い る 必 要 は な い 。 軸 流 フ
ァ ン ７ が ハ ウ ジ ン グ １ １ に 収 納 さ れ て い な い 場 合 に は 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 幅 Ｌ ｆ と は 、 軸 流
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フ ァ ン ７ の 半 径 （ ｄ ／ ２ ） に 軸 流 フ ァ ン ７ の 羽 根 と フ ィ ン ５ と が 当 た ら な い よ う に 設 け ら
れ た 隙 間 を 足 し 合 わ せ た 長 さ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ は 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 回 転 軸 １ ２ を 含 み 側 板 ４ に 対 し て 垂 直 な
面 と 交 わ る 部 分 Ｃ で 最 も 低 く 、 領 域 Ｄ で は 、 部 分 Ｃ か ら 離 れ る に 従 っ て 高 く な っ て い る 。
ま た 、 領 域 Ｅ で は 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ は 、 ベ ー ス 板 ３ と 上 板 ６ と の 距 離 に 等 し く
、 一 定 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 通 風 路 ８ で は 、 側 板 ４ と 平 行 な 通 風 断 面 の 形 状 は 三 角 形 を し て お り 、 通 風 路 ８ の
底 部 か ら 上 板 ６ ま で の 高 さ Ｈ ｗ は 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 回 転 軸 １ ２ を 含 み 側 板 ４ に 対 し て 垂 直
な 面 と 交 わ る 部 分 Ｃ が 最 も 高 く 、 側 板 ４ と 平 行 な 方 向 に 変 化 し 、 部 分 Ｃ か ら 離 れ る に 従 っ
て 低 く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 電 子 機 器 ２ が 発 す る 熱 は 、 ベ ー ス 板 ３ を 介 し て フ ィ ン ５ お よ び 側 板 ４ に 伝 わ る 。 入 口 ９
か ら 軸 流 フ ァ ン ７ に 吸 い 込 ま れ た 空 気 は 、 図 ２ （ ｂ ） に 点 線 の 矢 印 で 示 す よ う に 、 通 風 路
８ を 通 り 、 ２ つ の 側 板 ４ の 間 に 設 置 さ れ た す べ て の フ ィ ン ５ に 送 ら れ る と と も に 、 フ ィ ン
５ と 同 様 に 電 子 機 器 ２ か ら の 熱 を 放 出 す る 役 割 を 持 つ 側 板 ４ に も 送 ら れ る 。 空 気 は 、 隣 り
合 っ た フ ィ ン ５ の 間 お よ び フ ィ ン ５ と 側 板 ４ と の 間 を 流 れ る 際 に 、 フ ィ ン ５ 、 側 板 ４ お よ
び ベ ー ス 板 ３ か ら 熱 を 奪 い 、 出 口 １ ０ か ら 放 出 さ れ 、 電 子 機 器 ２ は 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ が 部 分 Ｃ か ら 離 れ る に 従 っ て 高 く な っ て い る の で 、
軸 流 フ ァ ン ７ に よ っ て 送 ら れ た 空 気 は 、 図 ２ （ ａ ） に 矢 印 で 示 す よ う に 、 部 分 Ｃ に 向 か っ
て 流 れ 、 軸 流 フ ァ ン の 中 心 直 下 に も 空 気 が 流 れ や す く な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 １ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ で は 、 軸 流 フ ァ ン の 下 部 を 通 り
、 一 方 の 側 板 ４ か ら 他 方 の 側 板 ４ ま で を 結 ぶ 通 風 路 ８ が 設 け ら れ て い る の で 、 フ ィ ン ５ の
列 方 向 に お い て 軸 流 フ ァ ン ７ の 両 側 に 設 置 さ れ た フ ィ ン ５ に も 空 気 を 送 る こ と が で き 、 ヒ
ー ト シ ン ク １ の 放 熱 能 力 を 増 大 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ は 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 回 転 軸 １ ２ を 含 み 側 板 ４ に 対 し て
垂 直 な 面 と 交 わ る 部 分 Ｃ で 最 も 低 く 、 領 域 Ｄ で は 、 部 分 Ｃ か ら 離 れ る に 従 っ て 高 く な っ て
い る 。 す な わ ち 、 通 風 路 ８ の 側 板 ４ と 平 行 な 通 風 断 面 に お け る 底 部 か ら 上 板 ６ ま で の 高 さ
Ｈ ｗ は 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 回 転 軸 １ ２ を 含 み 側 板 ４ に 対 し て 垂 直 な 面 と 交 わ る 部 分 Ｃ で 最 も
高 く 、 部 分 Ｃ か ら 離 れ る に 従 っ て 低 く な っ て い る 。 こ の た め 、 空 気 の 流 れ に く い 軸 流 フ ァ
ン ７ の 中 心 直 下 に も 空 気 が 流 れ や す く な り 、 ヒ ー ト シ ン ク １ に 設 置 し た 電 子 機 器 ２ を 均 一
に 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 １ の ヒ ー ト シ ン ク １ に お い て は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 通 風 路 ８ の
通 風 断 面 の 形 状 は 三 角 形 で あ る が 、 通 風 断 面 の 形 状 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 台 形
で も よ い 。 図 ３ は 、 ヒ ー ト シ ン ク の 側 板 と 平 行 な 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ で は 、 通 風 路 ８ の 側 板 ４ と 平 行 な 通 風 断 面 の 形 状 は 、 台 形 で
あ る 。 し た が っ て 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ は 、 部 分 Ｃ （ Ｌ ＝ ０ ） の 近 傍 で は 、 部 分 Ｃ
と 同 じ 高 さ で 一 定 と な っ て お り 、 部 分 Ｃ の 近 傍 を 除 く 領 域 Ｄ （ － Ｌ ｆ ／ ２ ≦ Ｌ ≦ Ｌ ｆ ／ ２
） で は 、 部 分 Ｃ か ら 離 れ る に 従 っ て 高 く な っ て い る 。 こ の よ う に 、 部 分 Ｃ の 近 傍 で は 、 部
分 Ｃ と 同 じ 高 さ で 一 定 と な っ て い て も 、 空 気 の 流 れ に く い 軸 流 フ ァ ン ７ の 中 心 直 下 に も 空
気 が 流 れ や す く な り 、 ヒ ー ト シ ン ク １ に 設 置 し た 電 子 機 器 ２ を 均 一 に 冷 却 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 １ の ヒ ー ト シ ン ク １ に お い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 個 々 の フ ィ
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ン ５ の 形 状 は 、 す べ て 同 じ で あ る が 、 異 な っ て い て も よ い 。 図 ４ は 、 ヒ ー ト シ ン ク １ の 側
板 ４ と 垂 直 な 方 向 の 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ５ （ ａ ） は 図 ４ に 示 し た ヒ ー ト シ ン ク １ の Ａ
－ Ａ 断 面 図 、 図 ５ （ ｂ ） は 図 ４ に 示 し た ヒ ー ト シ ン ク １ の Ｘ － Ｘ 断 面 図 、 図 ５ （ ｃ ） は 図
４ に 示 し た ヒ ー ト シ ン ク １ の Ｙ － Ｙ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ に お い て 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 回 転 軸 １ ２ を 含 み 側 板 ４ に 対 し て 垂 直 な 面 と
交 わ る 部 分 Ｃ の フ ィ ン の 高 さ Ｈ ｆ は 、 フ ィ ン ５ の 列 方 向 に 軸 流 フ ァ ン ７ の 回 転 軸 １ ２ か ら
離 れ る に 従 っ て 高 く な っ て い る 。 な お 、 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ に お い て も
、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ は 、 部 分 Ｃ で 最 も 低 く 、 領 域 Ｄ で は 、 部 分 Ｃ か ら 離 れ る に 従
っ て 高 く な っ て い る こ と に 変 わ り は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 形 状 が 異 な っ て い る 場 合 に お い て も 、 軸 流 フ ァ ン の 下
部 を 通 り 、 一 方 の 側 板 ４ か ら 他 方 の 側 板 ４ ま で を 結 ぶ 通 風 路 ８ が 設 け ら れ て い る の で 、 フ
ィ ン ５ の 列 方 向 に お い て 軸 流 フ ァ ン ７ の 両 側 に 設 置 さ れ た フ ィ ン ５ に も 空 気 を 送 る こ と が
で き 、 ヒ ー ト シ ン ク １ の 放 熱 能 力 を 増 大 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ は 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 回 転 軸 １ ２ を 含 み 側 板 ４ に 対 し て
垂 直 な 面 と 交 わ る 部 分 Ｃ で 最 も 低 く 、 領 域 Ｄ で は 、 部 分 Ｃ か ら 離 れ る に 従 っ て 高 く な っ て
い る 。 す な わ ち 、 通 風 路 ８ の 側 板 ４ と 平 行 な 通 風 断 面 に お け る 底 部 か ら 上 板 ６ ま で の 高 さ
Ｈ ｗ は 、 部 分 Ｃ で 最 も 高 く 、 部 分 Ｃ か ら 離 れ る に 従 っ て 低 く な っ て い る 。 こ の た め 、 空 気
の 流 れ に く い 軸 流 フ ァ ン ７ の 中 心 直 下 に も 空 気 が 流 れ や す く な り 、 ヒ ー ト シ ン ク １ に 設 置
し た 電 子 機 器 ２ を 均 一 に 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
　 実 施 の 形 態 ２ に 実 施 の 形 態 １ で 示 し た ヒ ー ト シ ン ク １ の 変 形 例 を 示 す 。 図 ６ は 、 こ の 実
施 の 形 態 ２ に お け る ヒ ー ト シ ン ク の 側 板 と 平 行 な 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 実 施 の 形 態 １ に 示 し た ヒ ー ト シ ン ク １ で は 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ は 、 領 域 Ｄ （ － Ｌ ｆ
／ ２ ≦ Ｌ ≦ Ｌ ｆ ／ ２ ） で は 、 部 分 Ｃ （ Ｌ ＝ ０ ） か ら 離 れ る に 従 っ て 直 線 的 に 高 く な っ て い
る 。 図 ５ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ は 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ が 、 領 域 Ｄ で は 、 部 分 Ｃ か
ら 離 れ る に 従 っ て 曲 線 的 に 高 く な っ て い る 点 で 、 実 施 の 形 態 １ で 示 し た ヒ ー ト シ ン ク １ と
異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の た め 、 通 風 路 ８ で は 、 側 板 ４ と 平 行 な 通 風 断 面 の 形 状 は 半 楕 円 形 を し て お り 、 通 風
路 ８ の 底 部 か ら 上 板 ６ ま で の 高 さ Ｈ ｗ は 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 回 転 軸 １ ２ を 含 み 側 板 ４ に 対 し
て 垂 直 な 面 と 交 わ る 部 分 Ｃ が 最 も 高 く 、 側 板 ４ と 平 行 な 方 向 に 変 化 し 、 部 分 Ｃ か ら 離 れ る
に 従 っ て 曲 線 的 に 低 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ の 他 の 構 成 お よ び 機 能 は 、 実 施 の 形 態 １ に 示 し た ヒ ー ト シ ン ク １ と 同 様 で あ り 、 個 々
の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ は 、 部 分 Ｃ が 最 も 低 い 点 に お い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 実 施 の 形 態 ２ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ に お い て は 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ
Ｈ ｆ は 、 領 域 Ｄ で は 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 回 転 軸 １ ２ を 含 み 側 板 ４ に 対 し て 垂 直 な 面 と 交 わ る
部 分 Ｃ か ら 離 れ る に 従 っ て 曲 線 的 に 高 く な っ て い る 。 す な わ ち 、 通 風 路 ８ の 側 板 ４ と 平 行
な 通 風 断 面 に お け る 底 部 か ら 上 板 ６ ま で の 高 さ Ｈ ｗ は 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 回 転 軸 １ ２ を 含 み
側 板 ４ に 対 し て 垂 直 な 面 と 交 わ る 部 分 Ｃ か ら 離 れ る に 従 っ て 曲 線 的 に 低 く な っ て い る 。 こ
の た め 、 実 施 の 形 態 １ に 示 し た ヒ ー ト シ ン ク １ と 同 様 に 、 ヒ ー ト シ ン ク １ に 設 置 し た 電 子
機 器 ２ を 均 一 に 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
実 施 の 形 態 ３ ．
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　 図 ７ は 、 こ の 実 施 の 形 態 ３ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 側 板 と 平 行 な 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 の 形 態 １ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ に お い て は 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ は 、 領 域 Ｅ
（ Ｌ ＜ － Ｌ ｆ ／ ２ ， Ｌ ｆ ／ ２ ＜ Ｌ ） で は 、 ベ ー ス 板 ３ と 上 板 ６ と の 距 離 に 等 し く 、 一 定 と
な っ て い た 。 こ れ に 対 し て 、 実 施 の 形 態 ３ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ で は 、 個 々 の フ ィ ン ５ の
高 さ Ｈ ｆ は 、 領 域 Ｅ に お い て も 、 部 分 Ｃ （ Ｌ ＝ ０ ） か ら 離 れ る に 従 っ て 高 く な っ て い る 点
で 実 施 の 形 態 １ に 示 し た ヒ ー ト シ ン ク １ と 異 な っ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 実 施 の 形 態 ３ に
示 す ヒ ー ト シ ン ク １ で は 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ は 、 フ ィ ン ５ の 端 部 に 近 づ く に 従 っ
て 高 く な っ て い る 。 そ の 他 の 構 成 お よ び 機 能 は 、 実 施 の 形 態 １ に 示 し た ヒ ー ト シ ン ク １ と
同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 軸 流 フ ァ ン ７ か ら 送 ら れ る 空 気 は 、 図 ７ に 点 線 の 矢 印 で 示 す よ う に 、 軸 流 フ ァ ン ７ の 出
口 で 一 度 絞 ら れ た 後 、 フ ィ ン ６ に 沿 っ て 次 第 に 広 が る 。 と こ ろ が 、 フ ィ ン ５ の 領 域 Ｅ の 上
部 で は 、 空 気 の 流 速 が 遅 く 、 放 熱 効 果 に ほ と ん ど 寄 与 し な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ こ で 、 こ の 実 施 の 形 態 ３ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ で は 、 領 域 Ｅ の 上 部 に は フ ィ ン ５ を 設
置 し て い な い 。 し た が っ て 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ は 、 領 域 Ｅ に お い て も 、 部 分 Ｃ か
ら 離 れ る に 従 っ て 高 く 、 す な わ ち 、 フ ィ ン ５ の 端 部 に 近 づ く に 従 っ て 高 く な っ て い る 。 こ
の た め 、 放 熱 効 果 を 低 下 す る こ と な く 、 ヒ ー ト シ ン ク １ の 重 量 を 低 減 し 、 製 造 コ ス ト を 削
減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 空 気 が フ ィ ン ５ の 間 お よ び フ ィ ン ５ と 側 板 ４ と の 間 を 流 れ ず
に 、 フ ィ ン ５ と 上 板 ６ と の 間 の 空 間 １ ３ を 流 れ る こ と を 防 ぐ た め に 、 軸 流 フ ァ ン ７ の ハ ウ
ジ ン グ １ １ と フ ィ ン ５ と を 接 す る よ う に 設 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ７ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ で は 、 領 域 Ｅ に お い て 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ は 、 部 分
Ｃ か ら 離 れ る に 従 っ て 、 す な わ ち フ ィ ン ５ の 端 部 に 近 づ く に 従 っ て 、 直 線 的 に 高 く な っ て
い る 。 図 ８ は 、 ヒ ー ト シ ン ク の 側 板 と 平 行 な 方 向 の 断 面 図 で あ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 個
々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ が 、 部 分 Ｃ か ら 離 れ る に 従 っ て 、 す な わ ち フ ィ ン ５ の 端 部 に 近 づ
く に 従 っ て 、 曲 線 的 に 高 く な っ て い て も よ い 。 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ が 、 部 分 Ｃ か ら
離 れ る に 従 っ て 、 す な わ ち フ ィ ン ５ の 端 部 に 近 づ く に 従 っ て 、 曲 線 的 に 高 く な っ て い る 場
合 も 、 放 熱 効 果 を 低 下 す る こ と な く 、 ヒ ー ト シ ン ク １ の 重 量 を 低 減 し 、 製 造 コ ス ト を 削 減
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
実 施 の 形 態 ４ ．
　 図 ９ は 、 こ の 実 施 の 形 態 ４ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 側 板 と 平 行 な 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 実 施 の 形 態 ３ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ で は 、 側 板 ４ と 平 行 な 方 向 の ほ ぼ 中 央 に 軸 流 フ ァ ン
７ が 設 置 さ れ て い る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 ４ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ は 、 軸
流 フ ァ ン ７ が 側 板 ４ と 平 行 な 方 向 の 端 部 に 設 置 さ れ て い る 点 で 、 実 施 の 形 態 ３ に 示 す ヒ ー
ト シ ン ク １ と 異 な っ て い る 。 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 ４ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ は 、 ベ ー ス 板
３ の 側 面 で あ っ て 、 フ ィ ン ５ の 端 部 の 一 方 に ベ ー ス 板 ３ に 対 し て 垂 直 に 封 鎖 板 １ ４ が 設 置
さ れ て お り 、 空 気 の 出 口 １ ０ は 、 封 鎖 板 １ ４ と は 逆 側 の フ ィ ン ５ の 端 部 の み と な っ て い る
点 も 、 実 施 の 形 態 ３ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ と 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ９ に お い て 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ は 、 封 鎖 板 １ ４ と 接 し て い る 端 部 （ Ｌ ＝ ０ ）
が 最 も 低 く 、 空 気 の 出 口 １ ０ 側 の 端 部 に 向 か う に 従 っ て 高 く な っ て い る 。 こ の た め 、 通 風
路 ８ の 底 部 か ら 上 板 ６ ま で の 高 さ Ｈ ｗ は 、 封 鎖 板 １ ４ と 接 し て い る 端 部 で 最 も 高 く 、 側 板
４ と 平 行 な 方 向 に 変 化 し 、 封 鎖 板 １ ４ と 接 し て い る 端 部 か ら 離 れ る に 従 っ て 低 く な っ て い
る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ こ で 、 軸 流 フ ァ ン ７ か ら 送 ら れ る 空 気 の 流 れ は 、 図 ９ に 点 線 の 矢 印 で 示 す よ う に 、 軸
流 フ ァ ン ７ の 出 口 で 一 度 絞 ら れ た 後 、 フ ィ ン ５ に 沿 っ て 次 第 に 広 が る 。 と こ ろ が 、 領 域 Ｅ
（ Ｌ ＞ Ｌ ｆ ／ ２ ） の 上 部 は 、 空 気 の 流 速 が 遅 く 、 放 熱 効 果 に ほ と ん ど 寄 与 し な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ こ で 、 こ の 実 施 の 形 態 ４ に 示 す ヒ ー ト シ ン ク １ で は 、 領 域 Ｅ の 上 部 に は フ ィ ン ５ を 設
置 し て い な い 。 し た が っ て 、 個 々 の フ ィ ン ５ の 高 さ Ｈ ｆ は 、 領 域 Ｅ に お い て 、 封 鎖 板 １ ４
と 接 し て い る 端 部 か ら 離 れ る に 従 っ て 高 く 、 す な わ ち 、 フ ィ ン ５ の 端 部 に 近 づ く に 従 っ て
高 く な っ て い る 。 こ の た め 、 放 熱 効 果 を 低 下 す る こ と な く 、 ヒ ー ト シ ン ク １ の 重 量 を 低 減
し 、 製 造 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 空 気 が 隣 り 合 っ た フ ィ ン ５ の 間 お よ び フ ィ ン ５ と 側 板 ４ と の
間 を 流 れ ず に 、 フ ィ ン ５ と 上 板 ６ と 間 の 空 間 １ ３ を 流 れ る こ と を 防 ぐ た め に 、 軸 流 フ ァ ン
７ の ハ ウ ジ ン グ １ １ を フ ィ ン ５ と 接 す る よ う に 設 置 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク お よ び 電 子 機 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の ヒ ー ト シ ン ク の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ 　 ヒ ー ト シ ン ク 、 　 ２ 　 電 子 機 器 、 　 ３ 　 ベ ー ス 板 、 　 ４ 　 側 板 、 　 ５ 　 フ ィ ン 、 　
６ 　 上 板 、 　 ７ 　 軸 流 フ ァ ン 、 　 ８ 　 通 風 路 、 　 ９ 入 口 、 　 １ ０ 　 出 口 、 　 １ １ 　 ハ ウ ジ
ン グ 、 　 １ ２ 　 回 転 軸 、 　 １ ３ 　 空 間 、 　 １ ４ 　 封 鎖 板 。

10

20

30

(7) JP 2006-237366 A 2006.9.7



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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